
機 種

7石 50A・ C 5002A ・ B・ C

田各称 M ttK A M ttK B

千オ   カ鳳   聘築   右講

手 巻

日 付

日早 修 正 装 置付

機 械 落 径 26.00mm

機 械 厚 み 4.40mm
|

4_80mm
|

テ ン プ 振 動 数 21,600回 //時

外 観

ギ

(:;::」語Ъ]:露製免LttE[悧霊
=こ
二、鬼気Litヾ工『

ります。
)

2)外 装 構 造

伊

ガ フ ス
立
ロ

接 着しぼ り式 (′ ヾ′キ ン付 ) し  ぼ  り  式 テ ン シ ョ ン リ ン グ 式

0
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5005A

5005A・ C 5006A・ ○

MTKHMTK巨 M ttK G

巻手

日 、 曜 付

デ ジ タル表 示 機 構
日早 修 正 装 置 付

6.50n■m

=u

ス ク リ ュ ウ 式 受 リ ン グー 体 イ扁′とヽビ ン固定

文字板 受
リング

文 字 板 は文 字 板 受

リ ン グ |こ ハ メ込 ま

れ て お り、 そ の リ

ン グ は 3本 の ッ メ

で下 IFtに 固 定 さ ′t

て い ます 。

・ 文 字 板 足 を偏 ′心 ピ

ン に よ り固 定 し て

い ま す 。

文 字 板 と文 字 板 受

リ ン グ が 一体 と な

っ て お り、 3本 の

ツ メ で下 板 に 固 定

さ れ て い ま す 。

砕
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1)特  長 50系機 種 は受 ・輪 列 を分 解 しな くて も洗漁 ・注 油 ・調 整 が で き る よ うに設 計 され た修 理 性 の よ

い時 計 で す。

2)機  構 くカ レ ン グ ー 機 構 >

日 修 正 針 合 わ せ

偏 心 カ ム
伝 工 車

回 転 錘 の 回 転 運 動 を偏 心 カ ム に よ り伝 工 車

レバ ー の 往 復 運 動 に 変 え 、 マ ジ ツク レバ ー

に よ り伝 工 車 を 回 し て ゼ ンマ イ を巻 ■ げ ま

■卜。

●カ レングー、時刻の合 わせ方

ヨヨ

ゼ ンマ イ巻 き 日付 合 わ せ 時 刻 、 曜 日合 わ せ

上 記 方 法 で お こ な っ た結 果 、不 具 合 の と きの み

解 ・ 修 理 して くだ さ い。

機 械 分 解 ・ 組 立

一す

V~

∃p，

日 日し

く自動 巻 機 構 〉

τ 口~〕

こ 口〕

て
~口

可

の 順 に お こ な っ て く

3)修  理

-3-

を参 考 に し 、 受 ・ 輪 列 を分
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外 装 分 解 ・ 組 立
5005A

●

や

モ

裏  ブ  タ ス ナ ッ プ 式 ス ク リ ュ ウ 式

は

　

ず

　

し

裏 ブ タ と胴 の ス キ マ

に 側 開 け をヌ、オ■、ヵン

を支 点 に して こ じ開

け ま す 。

取

　

付

　

け

巻 盲
¨

は
ず
し
。取
付
け

巻 真 押 エ ネ ジ をお よ そ 2回転 半 ゆ るめ 、

巻 真 を回 しな が らは ず します。 それ で も

はず れ な い場 合 は巻 真 押 工 の先 端 → 部 を

もち上 げ て はず します。

文  字  板 足 ナ シ・ 受 リン グー体 文字板 偏 心 ピン固定 文 字 板

は

　

ず

　

し

・ 文 字 板 受 リ ン グの ミ

ゾ に ドラ イ バ ー を 入

れ て こ し上 げ て は ず

し ま す 。

・文 字 板 と文 字 板 受 リ

ン グ は は ず す 必 要 ιま

あ り ませ ん。

・ 偏 心 ピ ン を Aの 方 向

に 回 し て は ず し ま す 。

文字板足

偏 心 ピン

取

　

付

　

け
裏 イ員」の 突起 を下 板 の 。突起 を文 字板 受 リン

穴 に合 わせ て押 し込   グの溝 に合 わせ ます。
み ます。

・ 偏 ′とヽ ピ ン を Bの 方 向 に 回 し て 固 定 し ます 。

注 意 :偏′亡ヽ ビ ン を 回 し過 ぎ な い こ と。 図 の 矢

印 部 分 に ネ ジ の 割 込 部 の 延 長 線 が あ る

こ と。

ガ  ラ  ス し ぼ  り 式 接  着  式

は
ず
し
・取
付
け

取イ寸け に あ た っ て は ヶ ― ス と ガ ラ スの接 着

面 を きれ い に して か ら接 着 して くだ さ い。

し
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洗 漁 準 備

受 ・ 輪 列 を分 解 せ ず 、次 の部 品 の み は ずせ ば洗 海 注 油 、調 整 が で きます。

…

ヨ

"

自動 巻部 の はず し方

Q

カレンダーのはず し方

注 意 :香箱 をは ず す ときは、 ゼ ン

マ イを戻 してか らはず して

くフピさい。

一 ダイヤシ ョック

手巻 の場合 の香 箱の は ず し方

香 箱

総 受

下 板

リ

t二

一蝙
貿

-5-
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洗 濃

く考発  希茂>

トリク レ ン で起 音 波 洗 濃

くプラ ス チ ッ ク部 品〉

醸

超 音 波 洗 深

○ ○

○

○  ○
。

。 O o°
0

れ■三頴 Ъ。
ti⊆ 肇 肇 望 シ ヨ

。
::

*ト リク レンの 温度 は 40℃ 以 下

*洗濃 時 間 は 2分以 内

5005A

<一―般 部 品 〉

一 般 時 計 部 品 と同様 に洗 族 して くだ さ い。

蒻鰈

く外装部品〉 *洗 濃は しないで くだ さぃ

×           ×

文 字板

◎乾 燥 方 法

ケ ー ス

ドラ イ ヤ ー 等 の 温 風 を 利 用 して 乾 燥

*乾 燥 時 間 は 10分以 内

*ヒ ゲ ゼ ン マ イ が 付 着 して い な い こ と。
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一圧 ,由

,由 クう下重芸貞`L量

酵 メー ビ ス シ ン トAル ー ベ

セ イ コー ウ オ ッチ

'由

 S-6

②香 箱

③ 自動巻

…
多め に

―  1票
'年

f証

0・ I・T7く 少 ξ

①巻真・ 裏物の注油

り
⌒

じ
~―

④輪列 攣燎

ガ ンキ車

//~
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点 検 ・ 調 整

占

①  自動 巻

(イ )回転 錘 の 回 り具 合

ゼ ンマ イ を全 巻 と した状 態 で 、

を左 右 にゆ っ く り回 した と き、

回 り しな い こ と。

機 械

付 き

理  箇  所

・ 回 転 錘 と機 械 の ス レ

・ マ ジ ッ ク レバ ー の は ず れ

・ 伝 工 車 の ア ガ キ

回 転 錘 と機 械 の ス レ

マ ジ ッ ク レバ ー の は ず れ

伝 工 車 の ア ガ キ

丸 穴 車 押 エ バ ネ が 、 丸 穴 車 の 歯 面 か ら

は ず れ て い る 、 斜 め に 当 っ て い る。

A部 を調 整 し て くだ さ い。

コハ ゼ バ ネ の 位 置 が 、 図 の よ う に バ ネ

先 端 が 丸 穴 受 の 下 穴 直 径 dの %以 内 に

あ る か チ ェ ッ ク し ま す 。 悪 い と き は 、

上 図 Bを 調 整 して くだ さ い。

手  巻

下 板 の 日1多I車 バ ネ が弱 くて 、 日修 正

車 と 日車 の喰 い合 い が は ず れ て い な い

か 。悪 い と きは C部 を→ 印 方 向 へ調 整

し強 め て くだ さ い。

下 板 の 日修 正 車 バ ネの C部 を→ 印 方 向

へ調 整 し弱 め て くだ さ い。

(口 )巻 Jず具 合

回 転 錘 を指 で 回 して 角 穴 車 が 回 転 す

る こ と。

②  手 巻 具 合

(イ )巻具 合

リュ ウ ズ を回 して ゼ ンマ イが巻 上 が

る こ と。

③  カ レ ン ダ ー具 合

(イ )日 修 正 具 合

蝙

5005A

丸 穴 車

(口 )日 落 具 合
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機 械 分 解 ・ 組 立

分解 は、図 の 番号 ① → ① の順 序 で お こな つて くだ さ い。

組 立 は、 図 の 番 号 ⑪ → ① の順 序 で お こな つて くだ さ い。

´ lf~

⑤

⑥

車⑦

ー

日 ノ裏 車

①

(組立時の注意)

日車 押 工 の 組 み 込 み は 、 日車 と セ ッ トして か

ら下 板 に セ ッ トし ま す 。 こ の 場 合 日曜 制 レバ

ー を 日車 押 工 の 下 に も ぐ らせ て 日車 の 歯 と噛

し

不
｀

総

鶴く ′ ヽ

文字板(2)

(文字板受 リング )

][8 
け

r

車押 エ

止ネジ (2本 )

日車 押 エ

鯰
゛´`

ハ
"

日 躍 制 レ バ ー

日 車
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機 械 分 解 ・ 組 立

(Ξ)回
転錘押エ

図 のタモFロ グ)ブ宇F]に 耳又り はず しが
回 転 錘

伝 工 受 ネ シ (2本 )

伝 工 受

マジ ックレバ ー

総 受 ネ ジ (2本 )

伝 工 車 レバ ー

伝 工 車

香 箱 軸

シ

シ

ツ

ヤ

ヤ

ヨ

ィ

イ

シ

ダ

ダ

ヤイダ

ョ ッ クバ ネ
ョ ッ ク 受 石
ク 穴 石 枠 付

ダイヤシ ョック上座 体

車⑫

総 受 ネ ジ (2本 )

角 穴 車

香 箱 車

二 番 車

ガンギ車

ア ングル

二 番 車

丸 穴 車

巻 真 押 エ ネ ジ

巻 真 押 エ

巻 真

や

④昨車キチ輸)

圃
下 座 体

5005A

②

③

④
⑤
⑥
⑦
③

「⑨
ヨ
⑬
⑭
⑮
①
①

⑩

⑩

②

総 豊
①

ダ亀幣ぶ

香箱軸押エネジーウ
香 箱 軸 押 エ

自動 巻 な しの 場 合

7>2"(Ef|grs

ヒ ゲ 捧

―

＼

ヒゲ 持 受 (ヒ ゲ 持 付 )

日修 正 車 バ ネ

車 )

3

ダイヤシ ョック
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5018A
1)特  長

2)機  構

50系機種 の特 徴 で あ る修理 性 が良 い とい う内容 を受 継 ぎ更 に表示形 態 をデ ィジ タル表示 と し見

易 さ を考 えた時計 です。

W4:/>+-t-

力 は 香 箱 に付 い て い る マ サ ツ 車 か ら筒 カ ナ

に伝 え られ 筒 ヵ ナ の 時 送 伝 工 車 よ り、 時 送

車 、 筒 車 と伝 わ り ま す 。

な お 、 筒 カ ナ に は分 イ ン ジ ケ ー タ ー 、 筒 車

ι子は時 イ ン ジ ケ ー タ ー が 付 い て お り、 時 刻

を表 示 し ま す 。

時 刻 合 わせ ゼ ンマ イ巻 き

ヴ

●時 刻 の 合 わせ 方

3)修  理 基 本 的 に は 50系機 種 と まっ た

受 ・ 輪 列 を分 解 せ ず に洗漁 ・

く変 わ りあ り ませ ん。

注 油 ・ 調 整 を お こ な っ て くだ さ い。

レ

機 械 分 解 ・ 組 立

嗅 に お こ な っ て

を参 考 に し、 受

くだ さい

。輪 ダ」を上 記 方法 で お こな っ た結 果 、不 具 合 の と きの み

分 解 ・修理 して くだ さ い。

之主意 :*匡口は 5006Aの オ支御子解 訂

`書
を参 照 して くだ さ い。

くデ ジ タ ル 機 構 〉

分 イ ン ジ ケ ー タ ー
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洗 漁 準 備 組 立 5018A

裏物 部 品 の はず し方 、 自動 巻 部 の はず し方 、手巻 の場 合 の 香 箱 の はず し方

自  動  巻  部 LI≡奎コ 峰 二

自動 巻 部 の は ず し方

裏物 部 品の は ず し方

注意 :香箱 をはず す ときは 、ゼ ン

マ イを戻 してか らはず して

くだ さい。

手 巻の 場合 の 香 箱の はず し方

ダイヤシ ョック

～

箱香

・ Ъ
g

じ
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5018A 機 械 分 解 ・ 組 立 注 油

・分 解 は図 の 番号 ① → ① の順 序 で お こ な つて くだ さ い。

・組 立 は図 の 番号 ⑪ → ① の順 序 で お こ な つて くだ さ い。

・表 物 部 品 の
'機械 分解 組 立 は 、5006Aを 参 照 して くだ さ い。

―・ 日寺イ ン ジ ケ ー タ ーーの 普且込 目

安 目盛 と筒 車 押 工 の 突 起 を

合 わ せ て 押 込 ん で くだ さい。

針 回 し を お こ な い 、 時 イ ン

ジ ケ ー タ ー が 変 っ た 直後 ト

図 の よ う |こ 才甲込 /ン で く だ さ

9時

下 限

分 イ ン ジ ケ ー タ ー の 00分 が

時 イ ン ジ ケ ー タ ー の 9時方

向 に あ る数 字 の L端 (上 限

下 限 内 )に く る よ う に 合 わ

せ る。

//―
ぃ

分 イ ン ジ ケ ー タ ー

取 り↓まず し に くい の で 、

変 形 や キ ズ に 注 意 して く

だ さ い。

文 字 板 受 リン グ

・ 分 イ ン ジ ケ ー タ ー 、 時 イ ン ジ

ケ ー タ ー は下 図 の よ う に ビ ン

セ ン トで は ず して くだ さ い
^

514:-->+-t-

ジケー ター

筒 草 押 エ ネ ジ (3本 )

筒 草 押 工

⑦

し

秒針①

②
③

④

ピンセ ッ ト

｀
日日|`′

ロニ°‐・

V~―

⑤

⑥

時 ジ ャ ン パ ー が 確 実 に 筒 車

を 躍 制 し て い る か 確 認 し て

く だ さ い 。 時ジャンヾ_③

ご薫「 ヽ
/

時 インジケー ター
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